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（Вертикальная промышленная политика）」から「水平的産業政策（Горизонтальная 
промышленная политика）」へと推移し、さらに官民ネットワークに基づく「新構造政策


































































                                                   
13) Гончар К.Р., Б.В. Кузнецов (ред) указ. соч., стр.448-449. 
14) 例えば、Городецкий А.Е., А.Г. Зельднер, С.В. Козлова (ред.) Институты и механизмы 
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また、スモロジンスカヤは、政府・産業・研究機関いかに連携させてゆくのかが現代（ポス
ト産業社会期）の産業政策の中心課題であると訴え、これら三者の結び付きによって形成さ
れるネットワークとその機能を重視する。Смородинская Н. "Инновационная экономика: от 
иерархий к сетевому укладу", Вестник Института экономики Российской академии наук, 2013, 
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15) Лугачева Л.И., М.М.Мусатова "Институты регионального промышленного развития", ЭКО, 
2006 №6. 
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18) ポスト・スターリン期のソ連の経済計画は、国家の計画諸機関と産業・企業との間での交
渉を通じて策定されており、多元的な利害の調整の結果であった（溝端佐登史・吉井昌彦編
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保障を支える重要な基盤と認識される。Гурнян Т.В. Институциональный анализ малого 
предпринимательства как фактора экономической безопасности, Новосибирск, 2004.参照。 
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Багриновский К.А., М.А. Бендиков, Е.Ю. Хрусталев Механизмы технологического развития 
экономики России: Макро-и мезоэкономические аспекты, Центральный 

































4) 進藤榮一『現代の軍拡構造』岩波書店、1988 年。 






















 ソ連時代末期の軍需産業政策の柱は軍民転換であった。1988 年 12 月 7 日、国連総会で
ゴルバチョフ書記長はソ連の大幅な軍縮計画を発表し、それに伴い大規模な軍民転換が開
始された。ゴルバチョフによる軍民転換計画は、既存の軍需品生産設備を活用して民需品
生産を増産し、1995 年までに軍需産業内で生産される軍需品と民需品の割合を 6 対 4 から






                                                   
6) 進藤、前掲書、41 ページ。 
16 
民需品生産発展のための国家プログラム」が立案され、軍民転換の促進が図られた。 
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10) Cronberg, T. Transforming Russia: From a Military to a Peace Economy, I. B. Tauris, 2003. 












業の民営化方針を決定した。1992 年 7 月に大統領令「国有企業の民営化と公開型株式会社





需産業から退出することが想定された。その後、1993 年 12 月の大統領令「ロシア連邦に
おける国有・公有企業の民営化プログラム」により、軍需企業のバウチャー民営化が開始
された。この方式による民営化は軍需企業の民営化を禁止する法律が発効する 1996 年まで
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Defence Industry", Europe-Asia Studies, 50, 2, 1998. 
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非参加型株式会社は 482 社（28.7％）であった。Соколов А. Оборонная промышленность России: 
состояние и тенденции развития, Новосибирск: ИЭОПП СО РАН, 2003. 
18 
（3）1990 年代中期の軍需産業政策 

























                                                   
16) 1994 年までに軍需産業における民需品生産高は 3.9 兆ルーブルであり、これは計画の 38.1％
に過ぎなかった。軍需産業全体の生産高は 60.8％減少した。また、計画では 65 万人分の職を


























                                                   
18) 金融産業グループ設立に関する提案自体は比較的早い時期からなされていたが、実際にグ






























                                                   
22) 経済省は、1997 年時点で 1750 社ある軍需企業を 2000 年までに 670 社へと削減し、さらに
2005 年までに 405 社とすることを計画した。 
23) 優先部門は、①民間航空機、②船舶、③エレクトロニクス、④医療機器、⑤コンピュータ、
⑥光学機器、⑦エネルギー産業向け設備、⑧新素材の開発、の 8 分野。 
24) 2000 年以降、軍事研究開発費に重点が置かれるようになり、政府のハイテク志向は予算面
でも裏付けされている（2001 年の国家発注計画では前年の 43％増とされた）。2012 年にプー
チン政権も また、国家財政の改善に伴い、1999 年以降は国家発注に対する予算の支出はほ
ぼ完全な実施がなされているという。СИПРИ (ред.) Ежегодник СИПРИ 2001, Вооружения, 




館調査及び立法考査局、257 号、2013 年 9 月、46～47 ページを参照。 
25) 軍需産業担当の産業科学技術相イリヤ・クレバノフは、インタビューのなかで、軍需産業
の改革の柱は軍需産業の中核となる企業を設立することであり、その際に政府主導による軍







合航空機製造会社（Объединённая авиастроительная корпорация, ОАКと略）」が、翌
2007 年には造船関連企業を統合した「統合造船会社（Объединённая судостроительная 
корпорация, ОСКと略）」が、さらに同年 11 月には主要な軍需関連企業を傘下に収める国
家コーポレーション「ロステフノロギー（現ロステフ）」が創設された28)。なお、ОАК創設










の国家独占の度は強まっていたが、プーチン政権はその流れを加速させた。2000 年 4 月、
政府はライセンス供与に携わる「ロシースキー・テフニキ」を国営中古兵器輸出会社「プ
                                                   
26) 「国家化」については、第 2 章で検討する。 
27) Эксперт, 13 января 2003. 
28) 2012 年 12 月、「ロステフノロギー」は名称を「ロステフ」に改めた。 
29) 1992 年、エリツィン大統領は「兵器輸出は軍民転換のための資金を獲得する重要な手段で
ある」と述べている。Cronberg, op. cit.  
30) 1990 年代後期以降、ロシアの兵器輸出額は急増している。1998 年の輸出額は 27 億ドルで
あったが、2002 年の輸出額は 48 億ドル、2003 年には 50 億ドルに達している（Соколов, указ. 
соч.）。さらに、2002 年以降もロシアの兵器輸出額は増大しつづけ、2000 年代後半期（2007
年～2011 年）は前半期（2002 年～2006 年）に比べて 12％の増加を記録している。2007 年～
2011 年の期間では 24％増となっている（СИПРИ (ред.) Ежегодник СИПРИ 2012: Вооружения, 
разоружение и международная безопасность, ИМЭМО РАН, 2013, стр.292.）。また、2011 年に
は 107 億ドルとついに 100 億ドルの大台を突破した。兵器輸出額の伸びは 2012 年になってか
らも続き、2012 年前半だけで 65 億ドル（前年同月比 14％増）を記録した（防衛研究所編『東





























                                                   
31 ) СИПРИ (ред.) Ежегодник СИПРИ 2012: Вооружения, разоружение и международная 
безопасность, ИМЭМО РАН, 2013, стр.292. 






















年～1995 年）に改組され、1996 年には国防産業国家委員会は国防産業省（1996 年～1997
年）へと昇格した。ところが、国防産業省は軍需産業の利害を代弁するロビー組織と化し、
軍需産業の改革を推進しなかったという非難が政府内に起こったため、翌 1997 年 3 月に同
省は解散され、その一部の機能が経済省へ移管された35)。 
その後 1999 年には、経済省から軍需産業を監督する部門が分離され、5 つの庁36)が設立
                                                   
33) 乾一宇「ロシアの安全保障政策決定メカニズム―安全保障会議を中心に―」『ロシア・東欧
研究』第 32 号、2003 年。 
34) 航空機工業省、機械製作工業省、国防工業省、一般機械製作工業省、中規模機械製作工業
省、無線工業省、造船工業省、電子工業省の 9 省。 
35) Sánchez-Andrés, A. "Restructuring the Defence Industry and Production in Russia", Europe-Asia 
Studies, 52, 5, 2000. 

























                                                   
37) Эксперт,15-21 марта 2004. 
38) 2008 年 5 月に再度、省庁再編が実施され、産業エネルギー省は産業貿易省とエネルギー省
に分割された。軍需産業に対する監督権限は、前者の産業貿易省に引き継がれた。 
39) 旧経済発展貿易省は、軍用技術と民生技術の統合の促進（両用技術の発展）を制度的に支
援することの必要性を認めるようになった（Минэкономразвития РФ "Диверсификация 
российской экономики: современные проблемы и задачи", Вопросы экономики, 2003 №12.）。度
重なる省庁再編を経て、経済省はマクロ経済の管理および経済企画や予測を主任務とする省
庁へと性格を変えていった。同省の産業政策への影響力は弱まる一方、産業省や産業政策担
当の副首相たちの影響力が高まっている（http://www.kommersant.ru/doc/2219205 2013 年 11

























                                                   
40) Указ Президента Российской Федерации от 20 марта 2006 года №231 "О Военно- 
промышленной комиссии при Правительстве Российской Федерации", 
document.kremlin.ru/page.aspx?1079358（2013 年 12 月 27 日アクセス） 
41) ソ連時代、軍需生産関連の 9 省庁では 1 万人の職員を抱えていたが、現在のロシアにおい
ては軍需産業を監督する省庁の職員は 500 人程度に過ぎないといわれている。Купер, Дж. 
"Развитие российской военной промышленности", СИПРИ (ред.) Ежегодник СИПРИ 2006: 
Вооружения, разоружение и международная безопасность, M.: Наука, 2007, стр. 409. 
42) ソ連時代、ロシアの軍需産業に派遣された軍人は約 9 万人であり、現在ではその人数は約
2 万 4000 人にまで減少したといわれている。Там же, стр. 404. 
43) Шлыков В. "Оборонная экономика в России и наследие структурной милитаризации", С.Э. 
Миллера, Д. Тренин (ред.) Вооруженные силы России: власть и политика, Американская 






























Россия: 10 лет капитализма в России. М.: Вагриус, 2003.参照）。現産業貿易大臣のデニス・マ
ントゥロフもまた、「ウラン・ウデ航空機工場」や「アバロンプロム」といった軍需企業の経
営幹部として名を連ねていた。 
産業貿易省ウェブページ（http://www.minpromtorg.gov.ru/ministry/structure/minister 2013 年 11
月 25 日アクセス）参照。 
45) http://liga.vpk.ru/index.htm.（2004 年 9 月 20 日アクセス） 

























                                                   
47) Сулакшин С. "Как сформировать и реализовать государственную промышленную политику?", 
Российский экономический журнал, 2003 №7. 




8 月（yuken-jp.com/report/2012/08/08/新プーチン政権の「新工業化」戦略 大橋 巌 2013 年
12月 26日アクセス）およびYakovlev, A. "Russian modernization: Between the need for new players 
and the fear of losing control of rent sources", Journal of Eurasian Studies, 2013. 
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52) 例えば、Fortescue S. Policy-Making for Russian Industry, Palgrave Macmillan, 1997 や加藤志津
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所紀要』第 46 巻第 2 号、2008 年 3 月、123 ページなどに指摘されている。なお、ロシア企業
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そこで本節では、①1990 年代初期、②中期、③後期以降 2000 年代前半（クレバノフ・





















                                                   
54) Меньшиков С. Анатомия российского капитализма, М.: Международные отношения, 2004. 
55) Там же. 
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57) Дерябина, указ. соч. 

















 2000 年代の半ば、第 2 期プーチン政権末期からメドヴェージェフ政権発足時にかけて、
ОАК や ОСК、「ロステフ」といった国有持株会社が相次いで設立され、主要な企業はそう
                                                   
60) 当初、政府は軍需企業が独自に主導する形での統合を認めようとはしなかったが、なし崩
し的に認めていった。СИПРИ (ред.) Ежегодник СИПРИ 2004, Вооружения, разоружение и 
международная безопасность, М. : Наука, 2005. 
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図 4 2000 年代後半以降における軍需産業政策の策定メカニズム 
 















以上、1990 年代から 2000 年代前半までの各時期における政策の策定メカニズムを見て
きたが、策定メカニズム内に現れた各主体、とりわけ政策策定に大きな影響力を及ぼした
主体と軍需産業政策の変遷との間にはどのような関係があるのだろうか。 





図 5 軍需産業政策の重点項目と政策策定に関与する主体の変遷 
 1990 年代前半 後半 2000 年代以降 
政策策定に関与する主体
 
経済省   
  産業省 
  軍事・産業委員会 
地方政府   
軍需企業  企業合同 
      金融産業グループ  
政策の重点項目
 
軍民転換  両用技術の開発 
 特定産業部門の保護・育成 
民営化  国家化 
 企業の集団化 企業の統合 
















































































                                                        
1) ロシア企業の「国家化」の詳細については、溝端佐登史「ロシアにおける資本形成と再編－
資本はどこから来て、どこへ行くのか？」『彦根論叢』（滋賀大学）第 359号、2006年 2月、お
よび Радыгин А., Г.Мальгинов "Рынок корпоративного контроля и государство", Вопросы 






























                                                        
2) Там же. 
3) Колпаков С.К. "История авиационной промышленности России", П.С. Филиппов (ред.) История 



























                                                        
4) 林昭・門脇延行・酒井正三郎編著『体制転換と企業・経営』ミネルヴァ書房、2001年、17ペー
ジ。 
5) Батков А.М., А.А. Борисов"Проблемы инновационного развития авиационной техники", В.Л. 
Макаров, А.Е. Варшавский (ред.) Инновационный менеджмент в России: вопросы 
страгетического управления и научно-технической безопасности, М.: Наука, 2004, стр. 465. 
6) Багриновский К.А., М.А. Бендиков, Е.Ю. Хрусталев Механизмы технологического развития 
экономики России: Макро и мезоэкономические аспекты, М.: Наука, 2003., стр.136-137. 
7) Там же, стр.481-482. 
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図 1 ソ連時代の航空機産業 
 
（出所）Батков А.М., А.А. Борисов "Инновационное развитие авиационной техники", В.Л. 
Макаров, А.Е. Варашавский (ред.) Инновационноый менежмент в России: вопросы 











                                                        
8) Колпаков С.К. "История авиационной промышленности России", П.С. Филиппов (ред.) История 















































                                                        
9) 社団法人ロシア東欧貿易会「ロシア民間航空機産業の問題点」『ロシア技術ニュースレター』
2005年、12ページ（http://www.rotobo.or.jp/publication/RTNL/2005No.2.pdf 2007年 2月 22日ア
クセス）。 
10) 1993～2000年にかけて、ロシアの航空会社では 2735機の旅客機が廃棄されたが、新たに導
入された国産旅客機は 32 機にすぎなかった。Варшавский А.Е. "Стратегические проблемы 
развития высоких технологий в России", Львов Д.С., Г.Б. Клейнер (ред.) Россия в 




続けている。2008 年時点での航空機産業における企業数は 232 社（軍需企業全体の 16.8％）、
労働者数は約 40万人（軍需産業全体の 29.1％）であった。Соколов А.В., Сравнительная оценка 
финансово-экономического состояния предприятий оборонной промышленности РФ, ИЭОПП 
СО РАН, 2010, стр.34, 38.および Колпаков С.К., В.П. Алексеев, Н.А. Селивановна, А.А. Сухарев, 
А.О. Власенко, А.Л. Москвин Проблемы и перспективы развития отечественной авиационной 
промышленности, Межведомственный аналитический центр, 2011を.参照。また、ロシア産業貿
易省航空機産業局局長ユーリー・スリュサリ（Ю.Слюсарь）の報告によると、2010年時点では
214 社、労働者数は約 41 万人を数えた（http://www.aex.ru/docs/3/2011/3/16/1306/ 2012 年 6 月
18日アクセス）。 
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図 2 ロシアにおける航空機産業の生産高の推移（1992年＝100） 
 
（出所）Колпаков С.К. "История авиационной промышленности России", П.С. Филиппов (ред.) 
История Новой России: Очерки, интервью: в 3 т., СПб.: Норма, 2011, стр.487, 510. 
 
の 9割にまで回復した（図 2参照）。 
だが、ロシアの航空機産業の置かれている状況は依然として厳しい。生産面を例に挙げ
れば、1990 年代に大きく落ち込んだ民間機（旅客機）の生産は、航空機産業全体の生産回









                                                        
12) 今後 20年のうちに世界の航空機は約 2倍にもなるという。日本航空機開発協会『平成 23年
度版民間航空機関連データ集』2012年 3月、III-3ページ。http://www.jadc.or.jp/3_Forecast.pdf






























図 3 ソ連・ロシアにおける旅客機とヘリコプターの生産機数 
 
















                                                        
13) 例えば、Сальников В.А., Д.И. Галимов, "Конкурентспособность отраслей российской 
промышленности; текущее состояние и перспективы", Проблемы прогнозирования, 2006, № 2, 
стр.66-8を参照されたい。 





14 9 8 6 10 







65 73 73 





























































































「ミグ」社ウェブページ（http://www.migavia.ru/corporation/?tid=2 2007 年 2 月 22 日アクセス）
参照。 
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16 ) プログラム案については、ロシア連邦原子力エネルギー庁ウェブページを参照
（http://www.minatom.ru/News/Main/view?id=5258&idChannel=125 2007年 2月 22日アクセス）。
その後、2001年 11月 11日にロシア政府は同プログラム案を連邦特別プログラム「2002～2006
年における軍需産業の再編と発展」として採択した。Федеральная целевая программа 
"Реформирование и развитие оборонно-промышленного комплекса (2002-2006 годы)", 















































































                                                        
17) 社団法人ロシア東欧貿易会、前掲書、15ページ、財団法人日本航空機開発協会『平成 18年
9 月版民間航空機関連データ集』2006 年、IX-58 ページ（http://www.jadc.or.jp/9_Company.pdf 
2007年 2月 22日アクセス）、Степашин С.В. Военно-техническое сотрудничество России на 
рубеже веков, М.: Изд. Дом «Финансовый контроль», 2002, стр. 180、および Багриновский К.А., 






































（出所）Минпромэнерго РФ "Стратегия развития авиационной промышленности Российской 








ス会社（Финансовая лизинговая компания, ФЛКと略）」）の政府保有分株式を基に新会
社 ОАКを設立し、統合を実施する（図 7参照）。 



















































































（出所）Минпромэнерго России "Стратегия развития авиационной промышленности Российской 






                                                        
20) 2013年 12月現在、同構想に描かれた事業部制への移行は完了していない。ОАК傘下には「ス
ホーイ」「イルクート」「ツポレフ」「ОАК-アントノフ」「ОАК-ТС」の 5 つの持株会社と 10 の
設計局、7つの生産工場が存在しており、これらの設計局や生産工場はそれぞれ ОАК傘下の 5
つ の 持 株 会 社 に よ っ て 支 配 さ れ て い る 。 ОАК ウ ェ ブ ペ ー ジ 参 照
（www.uacrussia.ru/common/img/uploaded/files/UAC_Composition_December_2013.png 2014 年 1
月 17日アクセス）。 
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（出所）Федеральная целевая программа "Развитие гражданской авиационной техники России на 
2002-2010 гг. и на период до 2015 г.", поставновление Правительства Российской Федерации 












                                                        




参加割合：75％ 51％ 25％以下 25％以下 
75％以上 
持株会社 ОАК 
軍用機部門 ユニット・部品部門 軍用輸送機部門 民間機部門 
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Ту 
Ил Су Ту Су 





































                                                                                                                                                                  
間において 1112機の旅客機を製造する予定であり、また、2010年以降は年産 150～160機を目
指すとした（http://www.aviaport.ru/news/2007/01/19/114489.html 2007年 2月 22日アクセス）。
その後の 2008年 2月 12日、ОАК取締役会は「2025年までの発展戦略」と題する同社の中期
経営方針を定め、①民間機については 2025年までに世界市場の 10％を、ロシア国内市場の 50％
以上を獲得し、軍用機については世界市場の 12～15％のシェアを維持する、②2015 年までに
年間売上高を現在の 40億ドルから 120～140億ドルまでに引き上げ、2025年までには 200～250
億ドルの年間売上高を達成する、③生産効率を改善し、世界の先進企業と同等の生産性を達成
する、④2015 年までに資産額を現在の 1000 億ルーブルから 4000 億ルーブルに増額し、2025
年までには 1兆ルーブルまでに増額する、という野心的な目標を設定している。 




























                                                        
24) Минпромэнерго РФ "Стратегия развития авиационной промышленности Российской 
Федерации на период до 2015 года", 28 сентября, 2005.
（http://www.minprom.gov.ru/activity/avia/strateg/0 2007年 2月 22日アクセス） 
25) http://www.aviaport.ru/news/2006/08/25/109425.html（2007年 2月 22日アクセス） 
26) 2006年 11月 7日、「アバロンプロム」の大株主である国営兵器輸出会社「ロスアバロンエク
スポルト」（「アバロンプロム」株式の 31.13％を保有）のセルゲイ・チェメゾフ総裁（当時）
は、将来的にヘリコプター産業も ОАК に参加する意向があることを表明していたが































                                                        
27) http://www.aviaport.ru/news/2006/12/26/113781.html（2007年 2月 22日アクセス） 
























































                                                        
34) 2004年 12月末現在における EADSの資本構成は、フランス政府と「ラガデール・グループ」
による半官半民の持株会社 SOGEAD が 30.19％、ドイツの「ダイムラー・クライスラー」が
30.19％、スペインの SEPI社が 5.52％を保有し、残りの 34.1％が EADS従業員を含む一般の保

















































































































                                                        
1) 伏田寛範「移行期ロシアにおける軍需産業と軍産複合体」『ロシア研究会報告書』日本国際
問題研究所、2008年。 





 2007年 11月、連邦法№ 279-ФЗに基づき、国営兵器輸出会社「ロスアバロンエクスポル
ト」を母体に国家コーポレーション「ロステフノロギー」が創設されることとなった。 































































4) 傘下子会社の IPO は世界経済危機の影響を受け延期されてきたが、2015 年末までに「ロス
テ フ 」 に と っ て 初 と な る IPO を 実 施 す る 予 定 で あ る こ と が 報 じ ら れ た









































                                                        
6) こうした批判に対し、「ロステフノロギー」社長のチェメゾフは、同社の資産は国家コーポ
レーションのものであり、国家コーポレーションは 100％国有であると反論している。
Ведомости, 14 июля 2008参照。 
7)「ロステフノロギー」社ウェブページを参照（http://www.rostechnologii.ru/company/ 2010年 2
月 25日アクセス）。なお、2014年 1月現在、「ロステフ」の傘下には 663社があり、そのうち
直接子会社は 22社、持株会社は 13社（そのうち 5社は民需品生産企業、8社が軍需企業）を
数える（rostec.ru/about/article/580 2014年 1月 6日アクセス）。 



























                                                        
9) Эксперт, 3 декабря 2007. 
10) Время новостей, 15 июля 2008. 
11) Газета, 17 сентября 2007. 
12) Газета, 4 октября 2007. 
13) Коммерсантъ, 11 сентября 2007. 
14) 法案提出に先立って、「ロステフノロギー」創設反対の急先鋒であったフラトコフ首相とグ
レフ経済発展相は更迭された。 
15) Красная звезда, 12 октября 2007. 





























                                                        
17) そのなかには、自動車企業の「カマズ（КамАз）」や経営破綻した航空会社連合「エイル・
ユニオン（AiRUnion）」に参加していた企業、モンゴルとの合弁企業やソチの保養所なども含





























                                                        
18) Газета, 6 июля 2008. 
19) Мау, В., О.Кочеткова, С. Дробышевский и др. Российская экономика в 2008 году: тенденции и 
перспективы, Институт экономики переходного периода, 2009, стр.475. 
20) Коммерсантъ, 4 марта 2008. 






























                                                        
22) Коммерсантъ, 10 апреля 2008. 
23) Время новостей, 15 июля 2008. 





























                                                        
25) Ведомости, 24 декабря 2007. 
26) Коммерсантъ, 6 июня 2008. 
27) Там же. 
28) Время новостей, 15 июля 2008. 
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ている企業や倒産手続きにある企業はリストから除外された29)。 






















                                                        
29) RBC Daily, 30 июня 2008. 
30) Время новостей, 15 июля 2008. 
31)「ロステフノロギー」はモスクワ市とともに、傘下の航空会社を統合し新会社「ロスアヴィ
ア」を創設する計画を持っていたが、2010年 2月、プーチン首相は「ロステフノロギー」傘
下の航空会社を「アエロフロート」に移譲することを決定した。Ведомости, 2 февраля 2010
（http://www.vedomosti.ru/companies/news/2010/02/02/937911）参照。 
32) Ведомости, 2 февраля 2010. 
33)「ロステフノロギー」ウェブページ（http://www.rostechnologii.ru/partners/corp/）参照、2010
年 2月 25日アクセス。 
34) 同社は 2002年に防空システムの製造に関連する企業・組織 46社を統合することで創設さ




































36) Рар, А. Россия жмет на газ: возвращение мировой державы, М.: Олма-пресс, 2008, стр.15, 
143.参照。 
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39) Коммерсантъ, 12 декабря 2007、Зельднер, А., С. Черных(ред.) Государственный сектор: 
современные тенденции развития, Институт экономики РАН, 2009, стр. 19、ミヒャエル・シュ
テュルマ 『ープーチンと甦るロシア』（池田嘉郎訳）白水社、2009年、272ページなどを参照。 
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宙産業2)である。SIPRI年鑑（2011 年版）によると、世界の軍需生産トップ 10 に連なる企
業のうち、7社が航空宇宙関連の企業である3)。ロシアについて言えば、同ランキングトッ





さて、第 2 章では ОАК 創設に至るロシアの航空機産業の再編過程を概観したが、そこ
では産業再編を進めた直接の動機として、①生産技術面での企業間連関を復活させる、②
重複プロジェクトへの投資を避け優先分野に資金を集中させる、③「ボーイング」や「エ
                                                   
1) http://putin2012.ru/#article-6（2012年 3月 2日アクセス） 
2) アメリカでは 1960 年代から航空機産業が宇宙事業に携わるようになり航空宇宙産業へと一
体化していったが、ソ連では管轄する省庁の違いから航空機産業と宇宙産業の統合は進まな
かった。ソ連崩壊後のロシアにおいても両産業は別のものとして扱われている。 
3 ) SIPRI SIPRI Yearbook 2011: Armaments, Disarmament and International Security, Oxford 

























打ち出した。1993年 7月、国防総省は軍需企業の最高経営責任者約 15名を招集し、今後 5
年以内に国防総省の必要とする軍需企業数はおよそ半分となること、軍需企業は国防費が
                                                   
5) 本項は主に、上田慧「航空宇宙産業の世界的再編と『産軍複合体』」『経済系』（関東学院大
学）第 233集、2007年 10月による。 
6) 冷戦以前から軍需産業（および航空機産業）の再編の流れはあり、西欧諸国では第二次世界
大戦後から一貫して産業再編が進められていた。詳細については坂井昭夫『軍拡経済の構図』























業の M＆A はさらに加速していった。1994 年には「ノースロップ・グラマン」社が、翌
1995 年には「ロッキード・マーチン」社が誕生し、さらに 1997 年には「ボーイング」社
















ロニック・システムズ」の合併により「BAE システムズ」が設立され、翌 2000 年に同社
はアメリカの「ロッキード・マーチン」の航空電子システム部門を買収、2005年には同じ
くアメリカの「ユナイテッド・ディフェンス・インダストリーズ」を買収した。また、2006















































































図 2 航空機産業における生産体制（概念図） 
 
（出所）海上泰生「航空機産業における部品供給構造と参入環境の実態」『日本公庫総研レポー












































                                                   
12) 大島孝二「防衛装備品の国際共同開発の方向性と我が国の対応－技術集約型共同開発の推





















































                                                   
























































                                                   
18) Губарев В.А. "Взаимодействие российских компаний с ведущими мировыми 
производителями в сфере авиастроения", Научно-технологическая политика России и Украины 
в контексте формирования общеевропейского научно-технологического пространства, М.: ИЭ 
РАН, 2011, стр.293. 
19) Колпаков С.К. "История авиационной промышленности России", П.С. Филиппов (ред.) 



















































































以下、簡単に 2000 年代の主要なプログラムの内容について確認しておこう。2005 年に
採択された「2015 年までの航空機産業の発展戦略」および 2001 年に採択され数回にわた








ねる ОАКを創設した。ОАК 創設時、政府は同社株式の 90.1％を保有し（2013 年 12月現
                                                   
22) Батков А.М., А.А. Борисов "Проблемы инновационного развития авиационной техники", В.Л. 
Макаров, А.Е. Варшавский (ред.) Инновационный менеджмент в России: вопросы 




























                                                   
24) 産業貿易省ウェブページ（http://minpromtorg.gov.ru/industry/avia/11/?print=1）および Губарев 
В.А. "Проблемы формирования инновационно-ориентированной модели развития авиастроения 
в РФ", Проблемы формирования инновационной системы России, М.: ИЭ РАН, 2010, стр.111.を
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図 5 SSJプロジェクトに見る国際提携（一部）  
 
注）図中の НАЗ は「ノヴォシビルスク航空機工場」、КнААЗ は「コムソモーリスク・ナ・ア
ムーレ航空機工場」、ВАСОは「ヴォロネジ航空機製造株式会社」の略で、НАЗと КнААЗ
は現在、「スホーイ」の現地支社となっている。 
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